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繕

催しr老いへの対応を採るJ(第 B闘

第

6
屈
吋
老
い
へ
の
対
応
を
探
る
」
鑑
し
は
、

9
月
8
門
部
〈
臼
)
、
市
間
的
強
鑓
で
行
い
ま
す
。
過

去
の
催
し
で
は
「
穫
だ
き
り
」
や
「
痴
呆
」
な
記
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
つ
だ
高
齢
者
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
主
記
グ
家
庭
で
、
地
議
で
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
4

を
探
っ
て
慾
ま
し
た
。
合

留
は
グ
達
者
で
暮
ら
そ
う
こ
の
密
で
d

を
テ

i
マ
に
、
高
齢
佑
担
金
の
中
で
ど
の
よ
う
は
生
き
生

き
と
暮
ら
し
て
い
け
出
よ
い
の
か
を
、
無
選
成
藤
氏
の
講
演
や
高
齢
者
の
だ
め
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ヨ

i
な
ど
を
通
じ
て
考
え
だ
い
と
患
い
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
市
民
会
謡
大
金
織
委
で
、
介
綾
・

議
祉
相
絞
や
リ
ハ
ゼ
リ
相
設
な
ど
も
倍
い
ま
す
の
で
、
ご
朝
間
聞
く
だ
さ
い
。

H
曹
関
節
轡
播
祉
接
持

g月8日(日午型gd時

民金市

• 綱

線

網

臨時

場問

昭
和
位
相
十
日
高
齢
北
社
会
の
仲

間
入
り
を
し
た
市
の
部
議
以
上
の

人
口
は
、

7
月
l
ロM
m叫者
1
万円
4

7
9
名
で
市
の
総
人
口
の

8
・
4

W
引
を
し
め
て
い
ま
す
。
こ
の
都
合

は
、
初
年
後
に
は
約
日
目
引
に
な
る

と
予
想
さ
札
て
い
ま
す
。

「
高
齢
佑
社
会
」
と
い
う
設
抑
制
は
、

あ
ま
り
良
い
イ
メ

i
ジ
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
こ
で
先
日
似
の
転
換
が

必
姿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高

鈴
佑
社
会
で
は
高
齢
者
が
主
人
公

で
す
。
み
ん
な
が
老
い
を
泣
か
に
、

明
る
く
暮
ら
し
て
こ
そ
長
寿
を
よ

る
社
会
に
な
る
で
し
ょ
う
ω

今
回
の
錯
し
で
は
、
開
明
る
く
楽

し
い
市
内
容
の
も
の
を
用
意
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
税
高
齢
者
初
祉
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
出
布
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
米
効
く
だ
さ
い
。

字
営
事
告
3

持
説
会

と
金
潟
齢
者
の
た
め
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
潟

i
(
正
午
か
ら
)

高
齢
者
や
時
害
者
の
た
め
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ

i
と
し
て

活
臨
し
、
脚
光
会
あ
び
て
い無着或恭氏

印
紙
以
上
の
法
人
や
身
体
際

害
者
で
門
口
常
生
活
安
営
む
の
に

一
文
離
が
ゐ
り
、
お
世
話
す
る
人

一
が
い
な
い
場
合
、
身
の
ま
わ
り

一
や
食
事
め
世
話
な
ど
を
し
て
く

お九E壱阻競コ子山

ル
i
プ
カ

i
ム
(
代
小
説
・
小
川
附
洋
子

氏
〉
に
よ
る
オ
シ
ャ
レ
で
、
議
し
い

フ
ア
ツ
シ
ョ
ン
シ
吋
吋
Mig-

。
講
漉
会
〈
午
後
1
時
持
分
か
ら
〉

V
テ
i
マ
る
こ
と
、
伸
一
さ

る
こ
と

V
講
師

住
職
)

雄
会
判
明

終
着
成
恭
氏

市
民
会
館
ホ

i
ル

昭
和
2
年
山
形
市
、

ま
れ
み
。
昭
和
お
年
か
ら
山
一
月
中
学

校
の
教
良
心
。
お
年
十
か
ら
は
明
忍
学

問
削
で
教
壇
に
な
っ
。
戦
後
お
年
間
に

わ
た
る
教
只
生
活
合
体
あ
た
り
で
実

践
。
箸
怒
川
い
「
山
び
こ
学
校
」
「
絞
・

山
び
こ
学
校
¥
詩
の
授
鍛
¥
へ
ソ
の

な
ど
。
現
謀
、
…
稲
泉
十
一
寸
位
戦
。

受
け
ら
れ
ま
す
。

み
家
響
、
介
護
事
食
聯
の
世
話

事
被
服
の
洗
樹
、
補
修
牢
住
勝
ま

わ
り
の
揃
除
、
的
批
瑠
*
身
め
ま
わ

り
の
世
鍛
市
生
活
必
諮
品
の
買
物

縞
撞

申
し
込
み
は
高
齢
者
福
祉
課
へ

れ
る
ホ
!
ム
へ
ん
パ

l

奉
仕
田
川
〉
そ
探
遺
し
て
い
ま
す
。

〈
サ
ー
ビ
ス
内
響
v

隠
常
生
活
の
世
話
を
や
心

に
、
次
め
よ
う
な
サ
!
ビ
ス
が

本
監
獄
機
関
な
ど
と
の
連
絡
、
通

説
介
助
事
そ
の
他
の
家
都
、
介
瀧

止
申
相
談
、
勃
雷
、
指
導
&
身

上
、
そ
の
飽
必
擦
な
相
談
、

指
導
を
行
い
ま
す
。

(午詰11時~午後 4時〉

お年寄りお不去をや鑑み、介護してい

る家諜の万のJ踏みなどの相談を下表の

コーナーであ受11しさます。〈大企議護〉

寝たきりのお年寄りの介護の怯方、腹

痛め悩み、ボケにならないための方法、

また底諜のことなどの椋誌に銀総捕が

お答えします。

市
民
会
館
ホ
ワ
イ
エ
で
辻
、
例

年
の
コ

i
ナ
i
に
加
、
ぇ
、
楽
し
い

「
お
北
粧
コ

i
ナ
i
い
そ
開
設
。
ま

た
、
第
2
'
3
A討
議
獄
中
で
は
、
「
お

年
寄
り
の
た
め
の
体
験
デ
イ
・
サ

ー
ビ
ス
い
も
新
設
し
ま
す
。
な
お
、

大
会
議
案
明
、
は
お
袋
の
と
お
り

「
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
法
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

9

0
お
化
粧
コ
ー
ナ
ー
い
く
つ
に

な
っ
て
も
女
性
か
ら
グ
お
佑
椛
仰
は

切
り
雌
せ
ま
せ
ん
。
ブ
ロ
の
ガ
の

誕
地
指
導
も
あ
り
ま
す
窃
見
学
だ

〈
派
瀦
方
法
〉

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
!
の
派
泣

は
、
原
お
と
し
て

l
a
2時間問、

1
週
2
U
で
す
。

〈
串
鱗
方
法
〉

誠
泣
希
盟
議
は
、
出
叩
締
盤
に

必
閥
抗
事
項
そ
記
入
し
、
世
幣
の

生
計
中
心
者
の
前
年
め
所
得
続

税
税
状
況
会
証
明
す
る
礎
知
と

健
勝
診
断
替
〈
市
指
定
様
式
)
を

器
、
え
て
出
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
費
用
負
強
〉

生
計
中
心
者
の
曲
例
年
内
所
得

税
課
税
年
額
に
よ
り
誠
遠
賀
滞

(ト痕
6
5
0円
/
撃
を
決
宅

移動入浴議の派遣サービス、デイ・サ

ービス、ショートステイその龍各種揺社

サービス{の受け方について、市のケース

ワーカーがお答えしま寸。

け
で
も
然
分
は
り
フ
レ
ア
ン
ヰ

0

0
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
紹
介
コ
ー

ナ
ー
吟
年
か
ら
1
人
住
ま
い
の

お
年
寄
り
の
家
に

1
4
0
会
合
設

続
。
急
病
や
事
故
な
ど
の
紫
急
時

に
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
ボ
タ
ン
愛
称
せ

ば
消
妨
殺
に
通
報
が
入
り
、
紋
州
叫

が
受
け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
。
そ
の

機
器
の
展
示
・
築
淡
を
行
い
ま
す
。

窃
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
!
紹
介

コ
i
ナ
l

民
間
や
官
公
庁
か
ら

受
注
し
た
臨
時
的
な
仕
事
を
印
級

以
上
の
会
長
記
提
供
し
、
戦
織
を

支
払
っ
て
い
る
七
ン
タ
!
の
紹
介
。

。
介
護
用
品
渓
示
コ

i
ナ
i

寝

た
き
り
の
お
年
怒
り
や
身
体
障
害

者
、
ま
た
介
謎
す
る
家
旗
の
ガ
が

生
活
し
や
す
い
よ
う
に
と
工
夫
、

開
発
さ
れ
た
も
の
を
展
示
。

。
移
動
入
浴
(
窓
〉
渓
示
・
翼
演
コ

i
ナ
l

寝
た
き
り
の
お
年
得
り

や
身
体
陣
容
者
の
た
め
の
移
動
入

洛
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
。

。
場
人
ホ

i
ム
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

市
内
の
特
別
諸
説
老
人
ホ
ー
ム
の

「
久
遠
苑
い
と
心
和
議
額
」
そ
紹
介
。

入
所
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
制
捜

高野一一一一一一一回抽でも

も
説
締
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
労
山

ン
タ
!
の
紹
介
、
部
絞
め

く
り
の
た
め
の
指
針
の
総
介
、

体
り
衣
熔
等
め
罷
一
示
、
ふ
れ

弁
均
一
一
、
市
内
ト
イ
レ
寸
ッ
ブ

介
、
福
祉
サ

i
ピ
ス
「
ま

紹
介
、
お
学
部
り
介
臨
め

館
山
峨
茶
、
人
参
ク
ツ

ビ
ス
等
の
コ

こ
の
ム
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

対及会守三毛
h
a
Z
E
E
-

nパ戦イえ平求のtι 之友会主之
、・‘i~下
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9 fl288 
13:20 -14:40 

9月288
14:50-16:泌

10Jヲ58
13:20-14:40 

10fl5日

14:50-16:10 

10月128
13:20 -14:40 

10月128
14:50-16:10 

10月19日

13:20-14:40 

10fl1事尽
14:50-16:10 

1lJき 28
13:20-14:40 

一Fl2臼

16:1号

11.1198 
13:20-14:40 

l1fl98 
14・50-16:10

11月9臼

13:20-14:総

11月号 g

14:50-16:10 

短
期
人
際
ド
ッ
ク
で
健
康
管
慢
を

市
器
民
側
牒
保
検
で
は
、
市
躍
的
方
(
平
成
2
年
4
月

z
aま
で

部
会
の
協
力
に
よ
り
短
期
入
部
ド
の
資
格
取
得
点
制
)

ツ
ク
率
紫
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
∞
前
年
捜
ゃ
に
鑑
療
機
関
に
か
か

か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
方
が
受
検
ら
な
か
っ
た
方
(
歯
科
は
除
く
〉

で
き
る
よ
う
に
と
検
査
内
容
の
光
州
W

留
民
姐
康
保
険
税
を
完
納
し
て

突
を
回
り
、

l
B
コ
i
ス
の
み
&
い
る
世
帯
に
腐
し
て
い
る
方

な
り
ま
す
。

ω短
期
人
間
ド
ッ
ク
実
施
持
に
加

検
査
費
用
の
…
部
を
補
叫
似
し
ま
蝦
中
で
な
い
方

す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
こ
の

V
密
楠
期
間
口
月
1
日
か
ら
平

機
会
は
ぜ
ひ
受
検
し
ま
し
ょ
う
。
成
4
年
2
月
お

nま
で

V
対
象
次
の
要
件
を
寸
べ
て
糊
V
受
検
定
員

4
0
0
名
(
申
し

た
す
方
で
、
ー
世
幣
に
つ
き
1
名

で
す
。ωω

歳
以
上
初
議
未
満
(
日
成
以

上
で
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
捺
く
)
の
廓
民
鍛
康
保
険
被
保

険
者
で
、
加
入
期
間
が

1
年
以
上

二
短
期
人
間
ド
ッ
ク

一

の

検

査

内

容

/
;
l
i
l
i
-
-
i
i
V
 

た
い
人
の
水
路
念
特
て
立
候
補
推

せ
ん
縞
令
慌
出
し
、
そ
の
綾
補
者

ど
寸
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

V
投
襲
投
擦
は
定
め
ら
れ
た
選

る
人
は
、
文
容
に
よ
り
縦
総
鋭
部
挙
場
で
、
投
疑
問
郎
総
中
に
単
記
純
一

内
に
申
し
出
る
こ
と
が
明
、
き
ま
す
。
記
名
で
一
行
わ
れ
ま
す
。
投
誤
で
品
t

v
選
挙
人
線
建
選
挙
人
名
簿
に
る
人
は
確
定
選
挙
人
名
簿
に
授
戦

記
裁
さ
れ
た
人
が
、
名
簿
の
中
か
¥
後
れ
て
い
る
人
で
す
。

ら
後
民
を
潜
挙
し
ま
す
。
な
お
、
立
候
補
の
散
が
定
数
を

V
立
横
様
鱗
遊
説

d

人
名
簿
が
確
越
え
な
い
場
合
は
、
候
補
者
を
あ

定
さ
れ
る
と
立
綾
締
結
の
受
付
が
っ
て
お
一
選
人
と
し
ま
す
。

同
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
立
候
補
ち
せ
V
問
問
い
合
わ
せ

1991. 9. 

込
み
多
数
の
場
合
抽
選
)

V
廟
・
込
方
法
対
象
付
…
幣
は
は
市

か
ら
蔚
・
鶴
一
千
殺
さ
の
通
知
を
行
い

ま
す
。
問
封
の
受
検
事
繍
替
に
必

要
事
墳
を
記
入
、
押
印
の
?
ぇ
、

9

月
訪
問
H

(

水
・
必
相
川
)
ま
で
に
我
話

予
1
8
6
0
0市
役
所
国
保
年
金
課

給
付
係
へ
郵
滋
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

V
問
問
い
合
わ
せ

付
mm

教授

教授|

総二劾教授|

愛媛E劾教授|

教授

世才務長方教授

害虫綬

IIld時i¥l5双子世主教授

ま存続

和IJi童数聖堂

ま昨E事

F・J'ボーシャ助教授

の
重
要
性
が
時
ば
れ

て
い
る
な
か
、
市
民
大
学
開
放
鱗

壊
も
叩
年
閉
会
溜
え
ま
し
た
。

今
年
も
中
央
学
説
大
学
、
川
村

学
隣
女
子
大
学
の
協
力
会
得
て
行

わ
れ
ま
す
。
多
様
多
様
な
総
濯
が

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ふ
る
っ
て
党
総
し
て
く
だ
さ
い
。

然
学
は

Soo-O円
、
語
学
は
1

万
7
5
0
0
丹

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
議
結
番
号
、

希
望
諮
問
組
名
・
宏
明
配
し
、

9
月
2

日
か
ら
げ
8
(
訪
日
消
印
有
効
)
ま

で
に
久
場
家
4
5
1
中
央
学
際
大

学
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
!
岱
{
出
)

6
5
0
6
へ
。
な
お
、
山
忠
良
を
越
え

た
場
合
は
繍
避
と
な
り
ま
す
。

特
別
分
{
聴
講
料
3
0
0
内
)

V
場
所
中
央
学
総
大
学
S
号
館

マ
講
師
側
、
イ
l
デ
ス
・
ハ
ン
ソ
ン

氏
(
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
臼
本
文
部
長
)

V
演
題
わ
た
し
と
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

手話ラた

英勝

食事Z主

ニム敬夫

手君子

道彦

中村

?ぎ木

予宅E毛

隠形

務総

内機

問中

T)II村学園女子大学開放講産自程

あいまい判断でも大丈夫なこと

サンフランシスコとロサンジ:r.}レスの今昔(爽怨言葉演)

ことばはなぜ変化する?

V
場
所
川
村
学
盟
女
子
大
学

vm同
時
・
内
容
下
探
勝
燃

V
対
象
…
殺
成
人

V
畏
構
料
熱
料

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
枝

被
ハ
グ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

低
謡
番
号
、
希
一
日
制
綿
服
務
号
(
い
く

つ
で
も
一
刻
〉
会
明
記
し
、

9
月
7
g

(
滋
日
的
印
宥
数
)
ま
で
に
抗
議
チ

ー
6
8
4
教
育
委
員
会
社
会
教
育

熱
器
(
部

)
1
1
5
1
へ

諮
問
悌
年
金
謀
給

王手官柱時代の海の念物

3高額ルネサンス燃にかける教育，~1惚

苦手児ーそのなやみと楽しみ

島
原
毅
済
チ
ャ
リ

テ
ィ
i
講
演
会

身体~i測及び各経検殺(呼吸務系・循環務系. I湾機能・

胃腸管系・ HE!のう"糖尿病・ 5革綴.PK'大勝然・貧血・

1m質・感染色ii~ . B恕肝炎.:ff首長五・限科・外科・総務}の 1
1号寝目。ただし、総務検査については、医君事が検査援を必 i

事きと認める場舎のみ災施しますね

スペイン妻義務主総隊の敗北

子どもたちに体験学留を

関野内科医院ー核務内科窓際・湖北会診療所，

小念外科内科イt内内科長主総・アピコ外科霊長形外科病疑・

'" 1)スティック天王台グりょニック‘我孫子っくし妻子病箆・

我孫子~仁公約係・平和合病院・紋子系子来多喜子湾総・

来lZ辻伶務総

V
場
所
中
央
学
仲
間
大
学

V
問
時
・
内
容
・
定
員

側
出V

対
象
一
般
成
人
(
サ
ッ
カ
ー

教
室
除
く
)

V
鳳
別
機
料

3
0
0
0
内
。
た
だ

し
、
鱒
記
1
殺
は
つ
M

万
4
5
0
0

m
問
、
実
用
往
還

主色濃教育時代をさ主宰'!>

人類5たの窓味とf部俊

設い問速いの震祭主幹

フエイ;:t.~;去について

スーノて…書記媛f好

オ
ー
プ

ン
カ
レ
ッ
ジ
開
講
と
ア
ク
テ
ィ
ブ

勺
ン
タ
!
設
立
を
記
念
し
て
、
務

部
会
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

vmM時

9
月
初
8
(木
)
午
前
日
山

子どもの鐙後

アンモナイト

8，030内

8，390内

みえの世界

= 
令官

10 

12 

14 

13 

11 

2 

4 

自

((). 

に審 5童話h 露出
伴議主語製高2771 1ig 
う金若年語 19藍子三三義
法委託藩主義湾~~・
的員ぢ誌ニヲ署長

一行条い融部
事選ど の 合 会 さ

JI喪挙杢建経費去

20 

30 

15 

人 110H3 13 -:}~月 19 おの革委水f辺自
;12:30-14:00 

mim3M~以 19s (/)桃川
1O:OO-ll:30 

問 110月2B -12fJ18日の各水防itお 15
114:00-15:30 

Fす 告審 1汽 災 110fl30-12月19.R(/)冬木君主t行 2

1 大 ~J! ザッカ --t窓際符; 午後

r.ifi 110月3ト 12m似のお木i似日
35:号号-16:30

主主教授 j10fl2B -:!.~月 188 の各*ßld 8 I、15
12:30-14:00 

10月28-12.11188の各氷綴 8.
10:15-11:45 

10J'l2日-12fl18緩め4).水sM8 
Jl}J教授[

10:00-11:30 

10fl1 B-12JJli日め4).火slllB 
劾教授|

10:30-12:00 

10fl3 B-12月198のそをY同誌羽
Jt)J君主筏 i

10:00-12:00 

1OJ1 3日から l者主将のt-木目111B 
10:00-12:00 

10J118-12.1117日の各火畷8
I 20 

10:0ゆ-12:00

lOH 7日-12月16El (/)4). fl協自
家 i

10・00-12:∞
平成4if' 1丹13日-3完3出容の各月時!日

10:告号-12:00

10 fl 1 B -12m7日の各火時'11El I ;if{ I J..V /J "': i--1 .1-4;/; "U l<.' ...."-U-/¥ .... ll¥ I 20 
10:00-11:30 

10fl7 D -12月16Elの各湾総8
10:15-11:45 

10月70-12刃16El (/)谷刀sii!日
10:15-11:45 

10月7お-12fl16日の各月収お; n A  

14:05-15:35j… 
lOf:l19・26・278

1lfl 9 8 

10J司5日-12fl14Bめ若手ニ仁H在日
14・00-15:30

15 

20 

15 

20 

20 

20 

20 

20 

40 

a 
V中央学焼大学ホープンカレッジ詩程

クワストファ…・ヂィクソン氏
ネイーティッ・スピ…カー

キャロル・ジ弱…ンズEミ
ネイティブスどーカー

と7…ター・サパトJ:J;:
ネイディプスピ切削カー

宮JHt災支まおì~農林間教総
1~ (/)害事物館戦災;

市史研究勺ンター会災
m教育委民会磯良

潜
紡
本
部
で
は
、

9
R
Q
M悶
M

の
部
品
部
処
留
の
指
樽
を
闘
治
会
、

め
「
救
急
の
日
」
に
先
が
け
救
急
i

事
議
所
単
位
で
行
っ
て
い
ま

フ
ェ
ア
を
略
儀
。
こ
れ
は
、
市
民
一
す
。
特
謹
一
ず
る
岡
山
体
は
消
防
本

容

さ

ん

は

救

護

警

護

翠

〈

MY--へ

ご

議

え

縫
務
へ
の
聴
解
を
深
め
て
い
た

v
g時いい
9
月
7
沼
(
土
〉
午
彼
少

だ
く
た
め
に
、
市
臨
鰐
会
の
協
仁
王
持
か
ら
3
時
叩
品
川

力
合
符
て
行
、
つ
も
の
で
す
会
議
(
へ
rV
場
炭
鉱
受
問
中
央
公
開

J

註
紘
一
郊
一
出
身
目
的
歌
志
向
吾
川
川
λ

岡
山
内
欧
安
汽
宮
内
捺
怒
川

ど
さ
ん
秒
M
l際
救
愈
隊
長
に
付
加
命

V
山
内
容
J
救
怠
紋
織
鱗
棟
、

J

救
ヘ
)

レ
~
ぃ
機
々
な
イ
ベ
〆
下
一
訓
練
ル
乙
誉
教
{
協
同
九
開
疑
諜
叫
ん
野
本
記
…
寸

法
げ
ぶ
れ
ま
す
。
長
線
で
お
一
一
世
、
設
葉
監
濃
か
だ
一
川

だ
調
。
い
e
h
u
h
h
…一一人町川
V
問
い
合
わ
せ
東
消
防
脱
諮
問
一

窃
崎
沖
長
漂
泊
官
官
「
一
一
w
T
1
7

一ぃUU

授ミ

2努

1後

立母

予言養子ー述

立b

t移

炎

夫

fm 

き!l

5号

V
委
員
定
数
知
名
。
う
ち
2
名

は
学
識
続
験
者
か
ら
市
長
が
選
付
加
。

V
N
間
期

S
年

V
鵡
棋
人
名
簿
港
検
期
門
口
め
公

営
臼

(
7
月
お
8
)
か
ら
初
日
を
経

過
し
た
日
(
O
O
R
M
M

門
口
)
に
お
け
る

施
行
柏
崎
邸
内
の
宅
地
の
所
有
翁
お

よ
び
培
地
権
を
有
す
る
者
で
、
当

舘
選
挙
に
お
い
て
灘
挙
が
で
き
る

考
の
氏
名
、
住
所
、
性
別
、
生
年
月

間
M

を
部
制
し
た
も
の
を
作
成
し
2

議
開
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
選
挙
人
名
簿
に
異
議
の
あ

毒支

Jt 

ヲE

主張

将F

. i松界人名簿め縦覧IJfJk古

.J4it護めま羽目1開始

-選考会人名簿の縦覧完走終段
.異議め$1iI君主終尽

・選挙人名襲撃を修IEした場合のまと会
.選挙人名絞め殺主主

-選挙すべき望号氏の公安
盤:iL1渓宇mr.号および3以後者若者ませんお受
付機始

・:iLj淡1I1J籾および立後紛争最ぜん初受
付最終鰐

. i漢字i若者の氏名および住所の公会

.投票を行わない場合の公会

ま;品

去手

書〕

11 

" 

ま事

必
然
γ

乱
官
庁

ι

諌員

村

前母

診察3守主

;41: 

a 

国

名

{努

主主

村主

郷

m: 

飯

111 

1
 
1
 

1
 

3建F塁審道{漢字の擬望書O)~基本ぶ函・形のとり:;;)

〔かな文字O)~基本-i-総体から連絡へ}

i Iき然主幹ま普段〔さ主火の文化/薬害のt控界〕

V審議会議員選挙呂韓議

(簿妃3絞 B)

言建主主資格取得鶏5霊〔薬事ae3級 A)

! !妻室参議5霊{サークル3定書喜f異議遺書〕

1/ 1 ~汲

体力宮参議費とストレッチ体操

中学生向けサッカー教笈

〔茶会総務章表}

中級〉

上級〕

， .震かなスポーツ苧イフ

l 産量済学の君主史

宅F望Z沼周辺めま浪士議5主

グ

11 

;き fl17日(火)

9月2普段 (*l

1M 2 El (水)

ノY

11 

懇話2号

11 

1/ 

11 

I! 



第812号

ン
タ

i
で

セ

湖
北
金
ー
の
ほ
の
ほ
川

〈
湖
北
駅
鶏
口
徒
捗

2
分〉

岱
〈

m
w
)
1
1
3
1

し
あ
わ
せ
学
線

、
こ
れ
か
ら
父
税
、
母
線
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
会

o

wv
良
時

9
月
お
臼
(
太
)
午
蔀
9

待
問
山
分
か
ら
日
時
(
受
付
は
以
一
一
日

午
前
9
時
日
分
か
ら
)

V
内
容
串
日
~
映
写
「
時
々
子

の
き
ず
な
」
本
赤
ち
ゃ
ん
の
お
胤

ぬ
の
入
れ
方
〈
挺
潔
)
本
そ
の
飽

証
説
即
紅
一

V
時
間
制
午
前
Q
M
時
部
分
か
ら
江

崎
泊
分
(
第
3
思
誌
午
後
1
時
か

ら
3
時
)

V
持
参
母
子
鍛
胤
多
様
と
筆
記

用
呉
は
毎
語
。
筋
工
聞
は
パ
ス
タ

汁
ル
ヱ
枚
。
第
4
胞
は
さ
ら
し
称

1
5
0
mハ
位
、
糸
、
針
、
ハ
サ
ミ
、

?
チ
針
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

』
司
母
親
学
級
内
部
趨

お1緩め話
官官 1濁 (FJ) 主主主母体総

9月 9げ 女王緩急ドの1お千十銭主主
|第2潟 (R) 会モ品誕"1'と主主?去の1*俄

9月17El 綬緩やめ栄養
|繁3題|

〈火) まEま緩中議長室のぞ予防 (医長選の話)

手づく可オムツ
()守) 者手ちゃんの~議後

百
岬
白
鶴
一

身
体
計
純
、
亦
ち
ゃ
ん
体
縁
、
栄

雄
棺
談
、
機
科
相
談
な
ど
育
児
に

つ
い
て
の
細
か
い
相
談
を
狩
っ
て

議

84-2211 

88-3111 

85…3082 

8幸一1111

MMR[校呼出精ゑ)

予防接種希望者へ
箆療機関 会主 員時 耐震制|

:l'.¥!孫子つくし野主導絞 つくし妻子131-1 84附 2211

十?邸内科援隊!っくし聖子S叩 5-1 85-0225 I 
'1i 立i 陸長 品三 本臨Jl 4 -21 82-7151 

待Z l議 室主 院 iellll-18-5 84-6813 

l接持L内科医院 l当iU2 -11 7 82-1885 

桜 # E長 IIJ，; ellJ 2 8 -27 82綱 2916

さえる長:f-JVI. 1::会長近隣 i胡~t会 4 6 -1 88-3111 

!食品詩小児科医総 続a~じ食品- 2 -8 88-1018 

金 i1J Eま 続 2おも主2118…2 89-4166 

M
M
R
予
防
接
繍
希
望
者

、
緩
め
関
恕
惑
が
必
諜
と
な

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
右
表
蹴

蝶
機
関
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
!

で
保
識
者
向
け
説
明
書
、

ご
{
百
点
目
く

f

、
土
々
を
帰
〈

f

官窓

さ
い

D

V
臼
韓

9
R
3
臼
か
ら
M
B
ま

で
の
ん
時
議
火
昭
門
口

V
受
付
時
間
午
前
9
時
日
分
か

ら
9
時
品
分
(
…
一
級
品
幼
児
)
、
午
能

9
時
特
分
か
ら
叩
持
却
分
(
そ
の

品
川
相
談
の
あ
る
方
〉

V
対
象
串
平
成
3
何十
m
h
u

丹
生
法

れ
{
遜
知
が
い
さ
ま
す
)
*
0
1
6

歳
児
{
格
競
の
占
め
る
方
)

※
乳
児
検
絵
は
母
子
鰭
康
子
践
の

無
料
券

(
3
1
6
か
月
間
刷
、

9
1
日以

か
月
用
)
を
利
用
し
、
阪
銀
機
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

;裁孫子つくし妻子病院

l我孫子製仁会総続

ホリスティ γク天王台クワニニッタ

和 ι 合病涜

l原因滋院:

我 孫 子つくし野病続

| 横 沼小克科毘段:

;アピコ外科獲形外科病院

|我孫 子整仁会溺続

!村u1 医院

我孫子東邦病続|

.A長野援院!

(3) 1991. 9. 

158 

16B 

22日

23日

29日

議
及
ぴ
陪
品
開
問
諜
を
受
け
取
り
、

説
明
密
の
内
容
を
良
く
読
ん
で

か
ら
間
意
番
及
び
間
一
総
誤
に
必

議
事
項
を
器
入
し
、
布
ん
殺
の
程

線
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ェ
蹴
半
め
頃
は
、
恭
本
的
な
生

活
習
桝
闘
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切

な
締
期
で
す
。
…
肉
親
の
役
割
を
見

つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

v
n極
端

-
9月
5
日
(
水
〉
:
・
一
平

成
2
年
2
刀
1
a
i
U
日
生
ま
れ

串
9
月
U
U
{木
)
・
:
一
平
成
2
M十
2

月
M
n
i
訪
日
食
品
ぶ
れ

V
受
付
時
間
午
前
9
時
間
以
分
か

ら
問
時
部
分

V
持
品
V

母
子
総
議
子
様
、
間
一
勝

殿
、
翁
ブ
ラ
シ
(
大
人
・
子
供
用
各

1
本
)

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

次
の
?
?
妨
接
種
は
臨
療
機
間
判
明
、

長
け
て
下
怒
い
。
実
施
法
線
機
関

は
、
「
山
間
鎗
セ
ン
タ

i
の
ご
案
内
」

そ
ご
覧
く
だ
谷
い
。

な
お
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
坊

接
種
を
希
盟
ず
る
方
は
服
部
に
ご

相
麟
く
だ
怒
い
。

V
持
参
母
子
健
繊
手
麟
と
印
鑑

V
費
用
就
学
前
ま
で
無
料

開
城
さ
れ
、
解
拙
刑
さ
れ
た
も
の
で
し
で
そ
れ
な
織
り
越
え
て
辺
動
会
も
す
る
よ
う
は
し
て
く
だ
訓
ぜ
い
。
…

一

鍵

康

メ

モ

⑬

た

。

撃

は

い

ろ

い

ろ

な

離

宮

警

は

す

ま

せ

、

妻

と

も

仲

良

品

7
8
の
議
掲
載
の
文
一

よ
っ
て
、
こ
の
学
期
は
じ
め
の
つ
く
、
一
一
学
期
の
学
校
生
活
に
適
応
部
省
の
翻
脊
い
よ
れ
ば
、
「
登
校
…

…

9
月
は
、
関
が
痛
い
、
お
騒
が
ま
づ
き
が
長
が
い
た
り
、
増
大
す
し
て
い
き
ま
ず
。
し
か
し
、
や
は
は
掠
沓
」
"
"
"
"
"
"
“
「
時
十
校
ぎ
り
い
」
-PM
理
一

…
痛
い
、
身
体
が
だ
る
い
な
ど
め
る
傾
向
が

g
立
ち
ま
て
こ
の
状
う
ま
く
趨
応
で
み
ぜ
な
い
ケ

i
ス
が
由
と
し
た
年
間
即
日
以
上
の
欠
…

一
部
え
で
外
来
安
訪
れ
る
小
・
・
中
況
を
す
ぐ
に
畿
税
措
涯
と
泳
、
め
つ
あ
り
ま
す
。
府
ー
は
小
学
校
で
約
0
0
0
0
0
…

…
学
生
が

g
立

ち

ま

す

一

そ

の

う

人

、

中

学

授

は

約

唾

万

人

で

や

'o

…

…
ち
の
大
半
芸
誌
な
訴
え
で

l
g自
》

海

事

長

A

h

A

軽
い
学
校
ぎ
ら
い
は
識
で
も
…

2
4ご
さ
ん
ぞ
小
・
中
学
生

G
u
f日
A
E
S
.
t
f
n事
時

宜

経

験

し

ま

す

0

9
月
の
請
は
一

…
の
語
、

2
学
期
の
は
じ
ま
り

t
J
，y
/匂
.

i

p

E

£
t
p
一
じ
め
は
、
そ
れ
が
深
刻
な
義
…

…

を

緩

う

つ

な

さ

す

り

で

判

唱

え

た

拒

留

に

移

行

す

る

の

を

紡

ぐ

よ

…

…
記
億
・
を
お
持
ち
の
方
が
き
っ
と
け
、
護
側
に
と
ら
え
す
ぎ
る
の
も
ご
関
税
も
学
期
は
じ
め
の
子
…
供
う
白
一
郎
つ
を
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
一

…
お
ん
り
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
辻
符
え
も
の
で
す
。
阪
溺
の
憾
で
も
、
た
ち
の
状
抗
を
普
段
よ
り
注
意
深
会
し
、
必
繋
が
あ
れ
ば
予
を
そ
…

…
い
つ
も
ハ
ツ
ラ
ツ
と
元
気
よ
く
学
校
生
活
の
ス
ト
レ
ス
が
原
闘
と
く
え
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
給
制
え
る
こ
と
が
必
惑
な
受
附
で
…

…

と

一

言

、

つ

の

は

神

話

で

す

。

分

か

っ

て

い

て

も

、

ど

ま

っ

て

弱

含

受

げ

で

も

特

別

の

所

見

が

な

す

。

…

…
替
は
小
・
中
学
生
め
こ
ん
な
脇
議
や
頭
痛
議
会
処
方
し
て
梯
子
く
、
訴
え
も
長
び
く
よ
う
な
ら
、
主

V
関
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
誕
…

…
状
態
は
だ
い
て
い
短
期
間
同
で
克
を
み
ま
す
。
す
る
と
多
く
は
独
カ
治
護
学
校
の
技
任
と
ネ
め
に
紹
談
婦
会
枕
{
部
)
5
5
2
5

…

扇
町
野
呂
一

一
扇
こ
り
躍
痛
で
悩
ん
で
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
m
鳩
山
別
相

V
時
間

午
後
1
特
別
分
か
ら
3

d

司
問
問
こ
り}

 
本甘

却す-a 
ふ
H
W

な
…
品
料

了。
j

f

jE
一
話
体

1
{
 

司

、

…
法
制
哨

…
山
峨
叫
昨

一
似
淡

-
7
4
t
L
 

-
φ
h
e
 

…
近
操

一
身
体

-

m

n

口

一間同一

四

1
j
ω

令
d

介
吋

一
自
一
月
れ
い

-
4
4
削
向
ヨ

日こり緩補予防・c')手主主義
{体のiえ1肢をえながら体後を行います}

5事F時

骸
取
引
可
児
お
よ
び
接
獲
期
間

ー
滋
の
誕
生
白
か
ら
総
学
的
ま
で
の
幼
児

(
1
関

接
続
組
〉
。
な
お
、
ゑ
後
日
か
月
か
ら
お
か
月
ま
で
に

撲
殺
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

(
8
月
を
除
く
年

間
)

-
品
協
の
誕
ゑ
日
か
ら
就
学
総
ま
で
の
幼
児
。

一
な
お
、

1
鍛
を
生
後
品
開
か
月
ま
で
に
接
品
怨
す
る
こ

一
と
が
銭
高
ま
し
い
。
-
期
は
3
i
g
過
の
関
綴
で
3

一
溺
接
種
、

2
期
は
1
期
終

γ
後
1
年
以
上
あ
げ
て

一
1
鼠
緩
綴
。

(
8
月
を
除
く
年
間
〉

時

・

1
砕
か
ら
1
時
加
分
〉

V
申
し
込
み
保
鎚
セ
ン
タ
ー
へ

電
締
法
た
は
誼
按
お
い
で
下
さ
い
。

東

鍵

相

談

栄
議
士
に
よ
る
食
事
記
錨
の
カ

ロ
リ
!
チ
ェ
ッ
ク
や
献
な
ア
ド
バ

イ
ス
念
特
い
ま
す
。

V
申
し
込
み
滋
話
予
約
(
日
時
吋

を
お
知
ら
せ
し
時
併
す
)

幅
岡
崎
骨
堂

保
縫
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
の
協

み
を
持
っ
た
ガ
の
た
め
に
粉
神
衛

生
相
蹴
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
織
ま
な
い
で
お
気
経
に

ご
利
踏
く
だ
ち
い
。

V
出
申
し
込
み
電
話
予
約
(
臼
時

を
い
相
知
ら
せ
し
ま
す
)

V
担
滋
神
経
市
内
科
鼠
横
山
逮

郎
先
生画

岡
松
岡
一

日
以
酬
明
舘
牒
に
一
小
川
訟
を
持
っ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
保
健
蛾
が
健
腐

相
談
を
行
い
ま
す
。

V
日
時

9
月
6
N
〈
金
)
午
前
Q
M

持
部
分
か
ら
日
時
お
分

V
場
所
市
役
所
1
際
市
民
協
前

楽
観
室
(
無
料
)

費

出

貧
胤
に
つ
い

ま
せ
ん
か
。

V
時
間
凶
作
…
ぃ
後
1
同
時
部
分
か
ら
3

時
泊
分
(
受
付
は
1
時
か
ら
〉

V
持
参
憾
滋
手
帳
(
お
持
ち
の

方
)

V
申
し
込
み

9
N月
初
け
(
金
)
ま

で
に
一
む
話
で
保
結
セ
ン
タ
ー
へ

教
鯨
一

4

『
環
器
敏
謹
日
韓

. ft.j弘子紛の

食事

ゅ試食「欽分

控室な料理~J I 

・健康体操 | 

同
階

1
P
V
3
柏
市
粕

2
5
5

謂
れ
4
s
h
p笠
宮

(

貯

)
1
2
5
5

3
鶴

見

踏

襲

E

V
対
象
昭
和
的
山
知
十
6
月
生
ま
れ

(
通
知
が
い
き
ま
す
〉

v
m
H
時

9
河川

wa(火
〉
受
付
午

後
l
時
日
分
か
ら
2
時
間
山
分

V
場
所
市
保
越
セ
ン
タ

i

V
持
参
母
子
制
成
予
版
、
品
開
ブ

ラ
シ
、
内
成原

自
由
民
)

V
対
象
織
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
山
内
蔵
未
満
の
乳
幼
児
と
兇
戒

V
日
詩

Q
M
月
お
臼
(
木
)
午
後
1

時
か
ら
2
待
(
約
保
健
所
)

V
内
容
鍛
形
外
科
肢
に
よ
る
捻

山
M

・
…
制
導
、
保
憾
総
に
よ
る
相
談

V
持
参
母
子
飽
康
予
縦



(ヰ)1991. 9. 一一、=
惨
市
民
凶
骨
盤
箆

⑧
溺
柑
仙
台
分
館

@
布
佐
分
館

地
嚇
総
動
図
綴
館

高

齢

信

社

会

審

者

え

る

闘

欝

摸

向

か
っ
て
な
い
高
齢
均
社
会
へ
と

移
行
し
て
い
く
臼
本
。
「
老
い
」
は

つ
い
て
考
、
え
て
み
渓
せ
ん
か
。

w
，
倭
名
(
響
者
)
*
新
し
冬
定
年

(
加
藤
仁
)
*
お
じ
い
さ
ん
の
台

所
(
佐
藤
康
女
)
本
絡
を
と
る
の
は

防
政
い
(
桧
原
惇
子
)
*
裂
の
定
年

(
佐
藤
鱗
子
)
*
饗
た
ち
の
定
年

中
関
一
言
(
古
患
和
総
)
*
潔
い
の
発
見

φ
1
φ
本
老
い
の
倹
宅
大
作
戦

(
駒
尺
謀
議
)
串
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

上
手
に
老
い
る
に
は
(
ジ

:J』
ル
ピ

!
)
+
争
中
一
八
と
安
の
た
め
の
老
年
学

(
水
野
線
〉
*
変
装
私
は
3
年

間
老
人
だ
っ
た

i
(パ
ッ
ト
・
ム

i

ア
)
こ
の
ほ
か
に
も
た
く
怒
ん
あ

り
ま
す
。
a

両
川
周
U
国
企

婚
し
い
お
は
な
し
ゃ
絵
本
の
統

み
聞
か
せ
を
一
行
い
ま
す
。

4
歳
か

ら
9
議
く
ら
い
の
チ
ピ
ッ
予
集
ま

れ

/
マ
回
程

#
9月
p
b
日
(
木
)
市
民

会
館
第
4
会
議
案 合

(
川
出
〉

f
f
t
o

怨
(
釘

)
3
0
5
5

稔
〈

mw〉

1
3
1
f

公

(
U
)
0
9
0
5

({j;I. 続第812豊

$
9月
ロ
日
(
木
)
布
佐
分
館
お
は

な
し
の
へ
や

V
時

間

午

後

4
時
か
ら
4
時
加

分

団

金
湖
北
台
八
万
舘

日
和
紙
ち
が
ず
り
絵
l

V
作
品
・
作
者
ト
ル
コ
キ
キ
ョ

ウ

(
6
号
)
伊
藤
良
江
〈
搬
北
山
口
)
、

デ
ン
フ
ァ
レ
|
(
6
号
)
宮
原
常
?
?

(
湖
北
ム
品
、
カ
ラ
H
i
(
6
号
)
小

池
わ
か
子
(
潟
北
台
)
、
物
一
0
0

号
γ

野
ぽ
っ
ち

(
6号
)
掩
窃
ひ
な
代

(中昭一一)

。
布
性
分
館

く受講生募集〉
ーセ宝壊""""""““一

V
作
開
?
作
者

真
夜
、
「
神
な

「
藤
娘
」

a
為
政

メ
ン
」
小
川
萩
子

園
四
期
間

ou開
nmm
臼
(
呂
)

器量箆 お ステーション名 金量 喜寿 時間{午後〉

4 
<t 除 中毒争司王邸宅手公務 1:30-2:10 

水 . 若宮 ~t; Jェ 来持 ?ド i'f 年 自寄 2:20-2:50 
18 

新木聖子 あ ら さ 聖 子 ス ト ア 凝 3:10-4:00 

5 ぞ2五台東:天王台東児主主公開 1:30-2沿5

* 
:欠乏台関 浅野幸子 3 サ公 E需 2:10-2・50

19 
行 !lJ 会 柴崎会 4 料:; 0'‘ I闇判 3:10-4:00 

l 空--Ej12s・5 
久若手議定 久母君主あけぼの公隙l 2:∞-2:45 

つくし野 3震~'\.シ君ツピングセンタ…災 3:00-4:00 

!水
11 "4官佐|都 1き 王手 安官 2:00-2:30 

25 i ~甘俊平和台 ;{fi佼 F首JIi務センタ 3:00-4:00 

フ柱
12 B Lu ニ洋電機社~入口 1:40-2:20 

. 立金 * 
九;q ~装具罪主主葬場 2:30-3:00 

26 ，ロL>. fll !台 Efl i也 Ft. /ふ司』、、 長時 3・20-4:00

13 i 綴 F王様 P ili:孫々ンタ 2:00-2・40
金省

3:00-本0027 つくし野!笈念、ショッピングセンタ…後

器よか曾智(m審議)曾潤の臨韓(;~)

va時
9
月
m
m
B
(
門
口
)
午
前
日

時
か
ら
午
械
0
時
部
分
ま
で

マ
-
対
象
市
内
患
税
務
(
子
ど
も

返
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
)

V
内

容

シ

i
ブ

l
ド
料
理

(
5

中
央
公
民
館

(
部
募
者
多
数
の

V
場
所

V
定
員

場
合
は
抽
選
)

V
惨
加
費

1
0
0
0町
内

V
諦
鄭
ブ
レ
ン
ダ
・
ク
ス
モ
ト

{
ア
メ
リ
カ
人
女
性
)

V
持
参
エ
プ
ロ
ン
、
ふ

V
申
し
込
み
控
複
ハ
ガ

キ
に
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
男
女
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
訴
し
、

9
月
6

臼
(
金
・
諮
印
有
効
)
ま
明
、

は
、
務
係
子
新
町
田
討
中
央

公
民
館
(
的
)
0
3
1
6
へ

V
問
い
合
わ
せ

m
川
尻
岱

5
1
8
9
 

9/21~30 ) 

9
R
n
幻
白
か
ら
お
閉
口

ま
で
「
秋
め
会
罷
交
通

安
全
連
動
」
が
擬
摘
さ

れ
ま
す
。

市
で
は
、
連
動
期
間

中
の

9
月
幻
門
久
土
)
、

子
ど
も
遣
を
対
象
に
人

形
燃
や
シ
ョ
!
な
ど
で

楽
し
み
な
が
ら
交
湖
ル

ー
ル
を
党
え
ら
れ
る

「
ち
が
っ
こ
交
通
安
全

大
会
」
合
開
備
し
ま
ず
。

入
場
は
無
料
。
ち
び

っ
子
に
は
紫
散
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
}

-hv 

時V
場
所
市
民
会
鎧

V
-内
容
牢
楽
し
く
党
え
よ
う
究

遇
ル
!
ル
(
市
交
鵡
指
導
員
)
*
歌

の
お
姉
さ
ん
と
子
ど
も
シ
匁
!
本

人
形
燃
「
カ
チ
カ
チ
出
」
(
劇
盟
ピ

ッ
カ
リ
鹿
)

マ
入
場
方
法
市
役
所
市
民
生
活

謀
、
支
所
、
行
政
連
絡
所
で
艶
布
し

て
い
る
入
場
券
を
ぬ
割
問
い
ね
持
ち
く

だ
さ
い
。

V
問
問
い
合
わ
せ

遜
拐
犯
係

中
市
民
生
活
課
交

パら鍬が機 能和 時齢 1 
;1 予後部 2 導部品5手足 盤噂空按!'
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込 2 サて永で )でま
み 9 1 く岱 〈 ず

4 ジだa家塚市 11
各 4 付若手)縦 本経
連 〉 き い 9 用 恐い
絡い 11 2 プ{寸

先す 之ノレ惣(
へ/'- 4 フ 1 背

上 〉ネ 7 も
原 ツ 1 t..こ

@ 

我孫子高校野縁部

動綱

(秋の全国突適安全濯動

V
R
時

9
月
紅
白

午
後
2
時
か
ら
4

時
間
問
、
た
っ
ぷ
り
汗
を
流
す
。

門
限
椛
臼
は
、
練
習
紙
会
や
遠
征

試
合
が
総
ま
れ
、
グ
野
球
液
げ
の
ん
時

日
。
。
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
い
つ
も
監

静
や
コ

i
チ
の
気
合
の
拾
い
っ
た

戸
が
酬
明
き
破
る
。
a

去
年
の
秋
時
十
大
会
は
、
予
選
1

部
戦
で
敗
退

φ

こ
の
こ
ろ
か
ら
勝

敗
は
別
、
と
し
て
「
ふ
だ
ん
ど
お
り

の
我
孫
子
野
球
を
し
よ
う
」
と
3

年
生
が
チ

l
ム
を
引
っ
隅
っ
て
、

綴
務
会
つ
み
哀
の
県
大
会
に
議
ん

だ
。
実
力
強
停
の
戦
間
千
葉
県
大

会
合
ノ

i
シ
i
ド
で
勝
ち
ょ
が
っ

「
ピ
ッ
チ
ャ

i
が
一
小
説
の
と
き

は
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
、
パ
ッ
テ
ィ

ン
グ
が
不
調
の
と
き
は
ピ
ッ
チ
ャ

ー
が
助
け
た
い
。
快
勝
ま
で
の
長
い

遊
の
り
を
文
字
ど
お
り
、
選
手
一

丸
と
な
っ
た
全
長
野
球
で
勝
ち
抜

い
て

J
め
こ
が
れ
の
甲
子
関
H

出

場
め
切
符
を
手
に
し
た
。

伊
予
閣
で
泣
「
必
ず
1
勝
し
て

校
歌
を
敬
お
う
い
と
全
国
民
で
繋
い

合
っ
た
。

V
期
間

9
月
刊
日

(
火
)
か
ら
日
月
ま
で

V
時

間

午

後

1
時
お

分
か
ら
3
時
初
分

V
鳴
門
響
*
消
費
生
治

と
抜
禅
V

弔
問
州
壌
と
私
連

の
く
ら
し
の
コ

i
ス
等

V
湯
一
敗
県
消
資
者
々

ン
O
'
e
r
i
{
受
鱗
無
料
)

V
対
象
消
費
生
活
関

鑓
に
関
心
の
あ
る
方

V
定
員

2
0
0名

V
申
し
込
み
住
探
ハ

ガ
キ
に
コ

i
ス
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
磯
業
、

電
話
餐
号
を
明
認
し
一
T

2
7
3船
橋
市
高
瀬
町

侃
の
出
然
浪
費
者
セ
ン

タ
ー
岱

0
4
7
4
(泣
)

3
8
1
1
へ

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
市
民
生
活
課
へ

費露骨
文芸だよりは皆さんがつくるコ…ナーです。

締切は毎月 13B (必務)。ハガキでl人 l作に限

ります。

応募先 我孫子持部市役所広報広務課

襲撃轍

染 谷 果 筏 滋

母
の
忌
の
し
か
と
た
わ
わ
め
脅
胡
桃
山
口
魁

夕
立
に
息
づ
き
咲
け
る
月
兇
草
山
崎
縛
一

沖
遼
き
数
は
動
か
ず
土
用
波
田
中
栄
太
部

荒
絡
で
京
拘
し
潟
毅
ゆ
る
み
さ
し
泉
食
久
子

手

花

火

を

閤

む

小

さ

き

膝

顕

問

mm

線
治

亙
箪
や
五
百
縫
漢
の
か
く
れ
壊
し
穣
留
ま
怒

秋
草
や
離
践
の
隣
家
朽
ち
し
ま
ま
前
額
は
る

ブ
ナ
鱗
り
八
甲
田
山
試
聴
史
秘
的
松
浦
自
嬉

土
期
間
明
け
は
の
ほ
め
と
す
る
月
の
見
え
関
口
熔
認

前
川
第
に
夜
居
乏
し
く
放
び
会
り
久
保
留
幸
枝

新
盆
に
ま
ゐ
り
し
器
に
鱈
る
ご
と
沼
野
の
友
は
微
笑

み

て

を

り

奥

野

二

三

出
穂
の
棉
心
な
ら
ず
も
背
刈
り
す
百
姓
の
我
制
問
問
仰
の

念

野

口

こ

う

Ul*箆太選

ぴ
究
ふ

花
沼
部
咲
き
腕
ふ
な
か
に
身
を
沈
め
夢
心
地
な
る
ひ

と

と

き

の

間

小

出

礼

子

議
ふ
か
急
搬
鱗
花
の
花
に
趨
し
づ
め
眠
れ
る
ひ
と
つ

ウ

ス

バ

カ

ゲ

ロ

ウ

染

谷

新

一

服
も
ロ
も
阿
部
ぢ
て
{
必
ず
ひ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
ぷ
ょ
の
群

れ

ゐ

る

招

の

沼

の

道

せ

沿

い

谷

和

夫

.
…
一
一
十
余
年
此
め
家
は
住
み
て
誕
縫
の
梅
概
咲
き
ぬ
淡

島

円

、

ふ

じ

色

奥

翠

吏

江

滞
闘
し
て
荷
物
を
と
け
ば
呂
党
し
は
ド
イ
ツ
時
間
を

そ

の

ま

ま

刻

む

東

海

林

平

滞

滋

夜
休
み
を
連
れ
立
ち
一
行
け
る
背
泳
、
家
絞
わ
れ
に
も
そ

ん

な

ど

診

の

あ

り

た

り

開

州

場

子

裁

?

?

蕊
に
揺
る
る
抑
制
認
に
秋
は
姿
な
く
訪
れ
来
だ
り
お
利

辺

に

問

問

活

清

一

A
W
G
O
G
G
 
建設

抵
翻
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ー

ナ
ー
搭
載
は
、
市
民
生
活
様
間
資

生
額
保
で
、
地
翻
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

V
コ
ー
ナ

i
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
呉
、
台
所
用

品
、
電
気
用
品
な
ど
門
口
用
雑
貨
等

の
樹
久
消
資
財
と
し
ま
す
。
衣
獄
、

生
冬
物
な
ど
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

V
問
い
合
わ
せ
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川
刊
誌
駅
北
口
か
ら
利
機
川
川
へ
向

っ
て
徒
歩
約
MM
介。マ
3
階
織
で
の

市
合
住
宅
が
4
続
拙
ち
波
よ
。
こ

の
人
民
活
で
組
織
す
る
の
が
恨
十
M

M

嵐
山
山
地
自
治
会
だ
。
(
翁
閣
参
照
〉

発
足
は
、
平
成
一
兆
年
民
間
打
。
ち
ょ

う
ど
川
市
営
住
宅
の
捨
て
替
え
が
終

わ
り
、
人
弱
者
数
も
増
え
た
こ
と

や
、
合
併
州
地
期
待
佑
捕
な
ど
入
日
約

者
で
作
製
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

施
設
も
で
き
た
こ
と
か
ら
、

JH治

会
を
結
成
し
た
の

会
H
H
数
は
別
対
帯

(
4
班
)
。
初

代
か
ら
初
代
の
サ
ラ
リ

i
?
ン
で

子
ど
も
の
い
る
世
慨
が
多
い
。

自
治
会
党
ぬ
当
時
か
ら
会
長
を

9. (5) 1 

布佐・竹内神社祭礼 9丹14日---16日

務
め
る
小
川
広
ふ
ハ
さ
ん
と
役
以
の

方
に
問
地
内
の
集
会
所
で
お
級
し

を
伺
っ
た
。

ご
}
こ
は
、
ま
だ
で
き
た
ば
か
り

で
す
が
、
ま
と
ま
り
は
い
い
ん
で

毎
月
第
2
日
限
門
口
に
剛
山
地

内
の
消
印
仰
を
行
っ
て
い
る
ん
や
、
す

が
、
こ
れ
が
削
出
合
わ
せ
や
情
報
交

換
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

大
晶
ぜ
な
行
一
や
は
、

8
月
下
旬
は

お
住
・
竹
内
料
社
内
部
川
札
が
、

9

バ
M
口
付
(
ト
ム
)
か
ら
は
山
口
川
(
月
)
ま
件
、

3
m間
行
わ
れ
ま
す
じ

こ
の
斜
礼
に
伸
、
っ
交
通
税
制

は
、
点
郊
の
と
お
り
で
す
。
当
日

は
、
現
場
の
均
一
小
に
従
っ
て
安
全

通
行
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
一
半
附
通
行
止
め
滋
路
は
、
指
搭

許
可
一
本
を
除
い
て
す
べ
て
通

A
S
R
M
自
に
一
付
わ
れ
た

夕
涼
み
会

4
団
地
内
に
あ
る
集
会
所

行
一
日
間
ふ
ん
ど
な
り
ま
す
。
ま
た
、
布

佐
訳
夜
間
械
の
竹
内
神
社
か
ら
花

子
梨
排
水
機
場
ま
で
の
一
単
一
州
通

行
止
以
外
の
道
路
で
も
、
位
制
札

時
の
紳
拠
、
山
本
の
通
行
中
は

片
側
通
行
と
な
り
ま
す
α

交
通

税
制
ぽ
域
内
議
絡
は
、
自
転
…
認

を
制
作
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う

G

V
問
い
合
わ
せ
続
判
郁
子
轡
按

署内叫

(
M
M
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0
1
1
0

n
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M
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H
H
w
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w
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H
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w
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n
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w
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W

刷

局
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ゐ

内

4

d

n

H

U

F

内川
w

i

-

-
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:

 

柏
町

3

8

1

河

行

8

正

区

C

議
~
~
~
~

関

A

D

D

A

陣

刻

印

mm
別

個闘園田圃，
f
‘、，
f
z
、，
r
・、、，，
t
、

ロH

口
同
ロ
H

向

H

a
a
T
ζ
J
W

拘

b

n

s

mn
向

n
R
Hリ
悶

n

R
対日
-

A

句
dw

向
吋
“
，

n
w
M

行
う
夕
涼
み
会
と
、
ロ
月
中
旬
に

行
う
も
ち
つ
き
大
会
で
す
。
昨
年

か
ら
始
め
た
ん
で
す
が
、
み
ん
な

と
て
も
在
こ
ん
で
楽
し
み
は
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
夕
涼
み
会
は
、

8

月

M
m
u持
っ
た
ん
で
す
が
、
子

ど
も
山
中
心
の
公
年
と
は
少
し
変
、
え

て
、
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
出
活
、
花

火
な
ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
築
技

み
ん
な
で
州
市
し
め
る
よ
う
に
し
ゅ
ぶ

し
た
。法

だ
発
足
し
た
ば
か
り
で
、
大

き
な
向
山
出
は
な
い
ん
で
す
が
、
税

率
州
場
は
、
一
杯
一
会
分
は
ほ
し
いB

V
 

た
い
と
考
え
て
い

マ
会
長
小
川
広
大

9
8
の
2
の
3
0
1

射さ
2 
9 

一if
e
i
-
-
i
o
-
-
;
l
i
t
e
;
;
!
?
!
!
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:
:
i
i
j
i
s
j
e
-
-令

i
i
i
i
i
i
!も
j
o
i
e
‘
!
!
‘
‘
!
i
l
‘
j
i
t
-
-
4
j
!
?
:
‘
;
;
‘
:
i
o
-
-
i
‘
j
e
i
b
-
-
H

…

rm汀
こ

'
c
n
J
u
F
'
x
v
'ト
}

の

寄

塔

が

怠

て

ら

れ

て

区

て

る

ま

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

部

近

代

交

っ

て

減

少

し

、

徹

夜

…

普
4
S
T
d
i
A輔
阿

世

間

そ

の

形

態

は

五

ψ
」
「
間
…
問
金
は
主
え
か
と
豆
地
中
市
の
川
市
奈
川
携
の
雄
、
時
間
が
山
脱
船
さ
れ
る
よ
…

総
」
「
猿
附
彦
」
な
ど
文
学
会
』
刻
ん
氏
た
ち
が
共
出
で
立
て
た
も
の
と
う
に
な
り
中
耕
し
た
。
御
科
九
ほ
と
一

…
前
回
は
士
十
三
十
一
一
一
仏
め
俗
ら
れ
ず
、
災
い
な
さ
げ
り
れ
る
と
だ
も
の
や
、
管
制
金
閥
的
詑
ゅ
の
い
い
ま
す
。
し
で
も
、
隣
村
で
は
伸
一
仰
と
し
…

一
仰
は
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、
い
う
こ
と
か
ら
、
波
小
説
を
設
け
、
も
の
な
ど
さ
ま
伊
す
ま
で
、
背
断
念
こ
の
ほ
か
、
河
野
山
符
以
紳
枝
々
て
盟
作
が
祈
願
さ
れ
、
路
傍
に
一

…
今
回
は
そ
れ
を
、
つ
け
て
、
民
間
到
底
一
を
定
め
て
語
一
飲
食
を
し
な
鰯
は
仏
教
と
、
諮
問
賛
同
母
す
に
は
百
…
段
取
と
い
っ
て
、
品
問
的
役
立
て
浴
中
目
立
季
語
り
、
手
り
…

…
信
仰
の
石
野
と
し
て
市
内
心
数
が
ら
夜
ど
お
し
諮
り
明
か
す
と
い
そ
れ
ぞ
れ
結
び
つ
い
た
と
い
わ
れ
く
ぐ
り
ぬ
け
て
か
ら
、
社
殺
に
荒
に
商
売
線
開
問
、
病
気
治
樹
な
ど
一

…
多
く
字
句
れ
る
脱
出
塔
を
み
る
う
こ
と
を
し
ま
し
た
ω

こ
の
徹
夜
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
君
、
山
る
参
道
話
慨
に
ず
ら
り
と
裕
一
か
念
総
っ
て
認
で
ら
れ
る
よ
う
に
…

…
こ
と
は
し
ま
し
た
。
ー
の
講
も
一
一
一
臨
続
け
れ
ば
…
一
戸
が
殺
の
紳
と
山
一
抑
に
ち
な
ん
で
一
ニ
一
様
を
な
ら
ぷ
特
異
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
内
で
も
…

…

し

山

富

山

お

は

道

教

で

説

く

一

五

辺

苧

条

ね

た

涜

取

得

、

有

税

…

…

γ
説

と

仏

教

や

修

験

道

、

型

地

こ

う

し

ん

架

設

記

念

品

姦

ね

た

も

の

な

ど

…

…
そ
の
他
め
民
間
寝
室
仰
が

A

倉
崎
曾
事
立
会
富
措
持
、
，
惨
瀞
習
室
S
E
P
A
-喜
PF置
が

み

ら

れ

ま

す

。

一

一

複

合

し

て

さ

し

た

も

の

で

す

。

靖

ア

占

す

と

権

間

期

匙

崩

堵

授

精

F
T
d
J
Fト
彊

棋

を

で

は

こ

う

し

た

き

と

…

一
人
間
の
誌
に
は
、
閣
に
よ

i
j
j
l
i
l
t
-
1
E
Z
i
t
i一

A
l著
書
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
札
な
く
な
り
一

…
ハ
腹
部
記
小
い
ぺ
日
比
に
下
山
J

先
人
達
の
殺
し
た
石
室
、
ぞ
れ
…

一
と
い
う
…
一
一
肢
の
以
…
か
い
て
、
常
れ
お
の
の
き
、
七
一
器
削
げ
れ
ば
手
配
し
た
も
の
が
苧
え
ら
れ
ま
す
。
技
研
字
駅
前
の
家
去
に
み
る
成
に
刻
ま
れ
た
評
凡
だ
や
り
の
名
前
~

ア
ド
外
出
の
空
安
保
持
慨
し
て
、
ド
が
死
ん
で
し
ま
う
と
い
っ
て
、
市
内
で
珍
ら
し
い
も
の
と
し
市
忠
告
鉄
道
成
?
と
時
ば
れ
、
大
正
な
ど
か
ら
往
ザ
ゲ
顧
み
る
こ
と
…

…
十
一
十
十
一
…
文
の
災
市
の
お
の
そ
の
満
願
の
安
定
成
中
山
ツ
ゲ
』
泣
て
、
柴
崎
山
内
部
守
に
、
元
論
八
年
民
主
一
九
一
一
五
)
に
震
な
る
市
中
般
の
み
明
、
す
が
、
各
地
に
銭
ゐ
成
~

…
復
、
紘
一
続
中
に
ぬ
け
出
し
て
米
双
し
た
の
で
す
。
(
二
ハ
九
忍
銘
柄
一
一
宮
机
…
肢
の
が
の
併
設
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
忠
吉
見
て
、
山
川
市
信
仰
は
そ
一

…

引

は

撃

口

し

、

人

間

十

草

花

戸

川

市

内

で

は

万

治

二

年

二

六

五

あ

り

ま

て

こ

の

よ

う

に

宮

治

は

、

そ

の

の

地

域

一

地

域

に

入

っ

て

さ

ま

ざ

…

…
す
る
よ
う
に
し
む
け
る
。
そ
の
九
)
銘
の
お
野
山
存
山
神
社
、
背
主
は
成
主
謀
議
ツ
ナ
一
部
品
市
川
崎
二
発
援
の
磁
器
で
凝
仏
政
釈
、
料
仏
ま
な
謀
議
を
と
り
入
れ
、
諸
々
一

…
た
め
人
は
山
中
市
の
日

(ω
門
口
調
出
八
嶋
一
裂
の
も
の
が
れ
で
長
く
、
世
安
利
害
尚
一
芝
、
西
洋
文
化
の
輸
入
な
ど
社
の
系
統
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
よ
…

一
期
)
に
は
夜
会
徹
し
て
身
会
悦
布
佐
水
神
社
の
昭
和
八
年
治
~
以
内
事
待
帝
釈
一
六
五
二
世
成
就
耕
一
所
会
め
変
化
に
よ
っ
て
多
棋
に
裂
選
が
う
か
が
わ
札
ま
す
。
一

一
ん
で
い
れ
ば
、
一
戸
が
天
に
芥
も
の
暗
号
、
全
体
で
一
八

O
差

別

言

し

て

主

主

た

。

お

践

の

成

立

も

〈

純

削

減

治

)

…

職

我匂

で
べ

政
孫
子
高
校
が
県
代
表
と
し
て

出
場
し
た
、
附
山
口
凶
金
銅
副
校
野

球
部
予
権
大
会
が
、

8
同
月
の
の
臼
甲

子
制
球
場
で
山
附
議
し
ま
し
た
。

我
孫
子
持
続
は
、
ー
閉
山
戦
米
子

第
月
回
全
盟
高
校
野
球
選
手
権
大
会

あ

び

綱、
ι世

あ

れ

来
高
校
〈
鳥
取
県
)
と
対
戦
。

p
b

対
0
で
快
勝
し
、
銀
顧
の
郁
子

凶
初
勝
料
金
上
げ
ま
し
た
。

2

回
戦
は
、
強
策
開
条
品
業
出
校

(広伐問問削
)
0
6
岡
崎
ぷ
で
1
対
3

と
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
ま
し
た

が、

7
留
に
問
点
、
続
く
8
m叫に

は
3
ぷ
を
も
ぎ
取
り
逃
転
。
見

事
、
ベ
ス
ト
国
入
り
を
州
市
た
し

ま
し
た
。
ベ
ス
ト
8
を
か
け
た

3
部
戦
で
は
、
畿
の
選
法
火
会

ベ
ス
ト
4
の
市
川
河
校
(
山
川
梨

県
)
と
対
抑
制
ω

息
づ
ま
る
投
手
戦

の
求
、
惜
し
く
も
O
対
2
で
敗

れ
ま
し
た
が
、
山
γ
子
制
球
場
は

さ
わ
や
か
な
我
孫
子
焼
成
を
巻

き
起
こ
し
ま
し
た
。

れ

び

..， 
t岬

あ

れ

A
A

花
束
令
受
け
る
レ
ニ
ン
グ

一
ツ
!
ド
少
年
少
女
合
唱
鴎

d

『
コ
ン
サ
ー
ト
後
の
交
清
会

8
月
日
日
(
土
)
、
市
民
会
館

、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
少
年
少

女
合
諮
問
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

教
育
議
員
会
の
、
王
山
憾
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
方

i
ブ
ニ
ン
グ
で
は

こ
の
留
の
た
め
に
編
成
さ
れ
た
我

孫
子
中
学
校
合
唱
閣
が
「
ふ
る
さ

と
の
割
強
ぷ
会
披
銭
。
続
い
て
、
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
A

官
級
聞
と
伴
に

「
て
の
ひ
ら
を
太
陽
に
¥
カ
チ
ュ

.一，
<-ー

シ
ャ
し
を
合
同
町
。
尚
氏
の
聡
次
か

ら
州
喝
采
を
あ
び
て
い
ま
し
た
ω

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
合
的
問
閉
め
ス

一ナ
j
ジ
で
は
、
一
副
ご
と
に
会
場

も
割
れ
ん
ば
か
り
の
火
喝
采
で
、

戦
決
は
世
界
一
の
ハ

i
モ
ニ

i
を

端
山
一
出
し
て
い
中
ぶ
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
、
似

合
同
町
聞
に
我
孫
子
合
叫
述
盟
の
有

志
品
名
が
加
わ
り
、
交
流
会
を
同
開

催
。
お
互
い
に
合
川
町
の
交
換
を
行

い
、
皆
殺
を
通
じ
て
の
民
際
交
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
事
業
に
対
し
、
(
対
)

…
一
一
件
海
上
文
化
財
部
か
ら
都
議
焚

の
一
部
に
と
助
成
金
mw
万
円
が
主

催
者
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

眼ア
界

レ
一
が
新
日

q
u
p

--



(6) 

雄被翁草轄河j
iS遺言震議留の

建設後では~C建設省〉ガ瞥蔑し

ている河I11の諒滋区裁はついてそ

の範圏と区接内位協鐙惑の状盟校

関示しだ rl褒縫滞}II防御対象混滋

区械翻Jを作成しさ祭しだ。関東地区

においては、利根JII、飛JII宅をはじめ

とする 871<系特河川についてまと

めてみまレた。ご希望の方はご遜

絡ください。

'除雪堤鰐 無料

炉問い合わせ都市排水務管理係

;第.6 閥民事介一入|
;暴力相模告を開設 l

'日時 9舟13E3C金〉午前10時か

ら午後 3B等〈無料〉

砂襲撃所 禦職員会館?語会談窓

くJR本平草案駅下霊祭、徒歩3分〉

炉問い合わせ 察警警察本部痩蒼第

4諜霊堂0472(27)引部内線2314へ

ご和鶏タ〈 Jださい;
践 孫 菩 職 業 相 談 諜 j

襲撃業穏説委でI<l:高年齢者、パ…

トタイマーの求蔵相撲や完投入の受

理を持っていきます。

ル相踏臼 密遠火鍵からこ仁際自の

午節s詩文アら午後4時

，駒場所・問い合わt室 市 民 会 舘3

機会〈部)1111内線引2

。放樹元叡売機のご還B笑($1線〉か

ら老人福祉のためにと香典の 1B13
575掲の寄憎かありました。

。社会福祉施設襲鋳纂金!こと下ケ

J57フイ戸ン会様から3万円、寺内

孝夫様〈下ケ戸〉から575問、設孫

子地区労飽線合連合協議会様から

10万円、今村熊之助様〈並木〉から

マジックショーの収益金50∞円の

怒ぽガありました。

9. 1991. 令官
(1)-d島

[訟の悶観光舗がフジl

mレ込みは蕗援畿圏主へお額い

しきますく喪主変察〉

炉ぶどう 鈴木農園怨く82)4ヰ刊

くs月中旬まで〉

惨 な レ 時欝幾密室ま (88)1459

(9月中旬荻で〉

砂くり・ぶどう 閉村震密室ま(88)

2308 (旬月下旬霊長で〉

惨いも 日暮濃密会 (82)4048

〈9舟下旬から悼湾中旬務で〉

|巡回教膏相談i
砂部持 9持官印〈木〉午後今時か

らヰ鰭30分

to.務所市民会舘会議婆

炉内容澄校拒吾、いじめ、進路問

題など綴湾iこ鋳ですることで言ぺて

併対象小学生から大学生訟での

本人まだはその家族および小学械

から高絞までの毅磯祭〈総額厳守〉

惨禍絞寅専門のカウンセラー

~申し込み'怒し1合わせ慾誌で

9月号G告〈火〉まで[こ教湾委築会指

務課霊まく85)竹引へ

里民物取扱書課安講習l
b織田竹母 5E3く火〉

惨場所野郡市文也会鰭

砂受信英語関 9月 2巴〈悶〉から 6

E3C金〉

かを伊し込み・問い合わせ

をお予防課怨(84)01治

※現在、念換物の取扱い作幾!こ従

事している取扱警は、隠認62まと5

尽 1E3から保安講習の受鋳ズブ3年

ごとはなり、平成元年以脅さ!こ疫機

された方は、今年ガ受講該当の年

となりきますのでよさ浅怒下さい。

消防本

平成3年S用f日現在 *控帯数39，577境悪

人己121，823人莞61.128人女60，695人
.市役所本庁 85…1111 8r自民隠慈鑓本館84-1110 滋花台

・つくし野支所 84…諮問 分室察官…3055 布佼分館89-1311
・湖沼台支所部-0828 移動お懇意館 87-0909
・湖北支所 88-21竹 @都市改i密警察務所 85-1171
・布住交所 89-2358 8身体障努護者復杖センター 88ω0141
・薮育委員会 85-1151 ・あら苦言鐙 88-4188
・7.K 道 筋 84-0111 8つつじ笈 88-0123
4静潟 結 審 84-0119 ・主主活環溌祭〈浄化機)87国 2379

14静少年センター 84…旬∞ 〈ゴミ)87-0015(し尿)88-2547
・保健センター 87-竹31 8お佳湾近隣センター 89-37羽
・市民会露出-33竹 ・天主台北近隣センター 82-9988
・φ央公民鰭 82-0515 ・猿戸近隣センター 83-5363
・廃の祭事物館 85-2212 ・市民センター努83-7722 溜北

・市民体湾館 87-1155 台88-9927 手伝俊89-1193

包臼臼国
|東京大空襲写真展i
'簸鶴・場所 9月号宕〈宕〉から

14E3(土〉根戸近鱗センター、 9月

号5出〈祝〉から28日くこと〉天王台北近

畿センター、 g月29日〈日〉から信

用12芭〈こと〉布使間近隣センタ…

炉問い合わせ企画課

@!崎臨番援措テL刀?仰向ピス1 @!噌主体笥輪競嚇B=休日糊斜欄命胎態別側海
川総糊器首席望号市民セシタベ0:00~14鴻

2 s 消露関撒宮市民欄怒10:00-1関
月 "'"}I!，¥配ごと怨絞z発市民センタ…9:00-15・:00

|州市民図密室室係霊宮 市織の簿物館体重雲 市つづじ涯休館9
月 ， .. ・2宏容撃穏談品市民相談室雲寺:∞から先襲警10名程度

ゆっつじ荘休館

げ酒著書季語談税務ff.i!完センター9:30-11:30 

時e登~è穏ま議出市民相談~10:00-12:∞

8@i明当臨時レホルピス
;a-j;j;8蹄網開問機鱗繍欄繍防 9:00--11潟

市xl滋事故格Z炎忠治良務総~10:00-15:∞
帥 111¥配ごと格絞=棋媛センター9:∞-15:∞

t:>>-"薦の!響物語護休霊堂

時法書雲寺号主義明，r町民格談窓9:00かそう党議叩名程度

附・3潟費生活棺2長=rnJ'ô義裕毅霊~10・∞-15:00

4水;ぽ糊銭湯撒=市鯛談窓10:0ト 15:00

3火

JlJL水

JL2木

;第14回連盟書道農l
炉問時 9号付自〈こわから15E3

〈祝〉午離恰持から午後 4H警告去で

砂場所部民会酷大会議窓〈無料〉

砂慢い合わせ 鳴星雲まま(82)8225

l民生きバードウォッチング
水胞夜中!むとし定手簡沼の野鶏

を五三本松公緩から腐の博物鰭ぎで

ウォッチングレ欲せんか。

俳句華寺 竹悶10巴〈呂〉午前 9時

〈階天の場合も実線予定〉

砂鎌合場所市役所IE酒玄関前

砂持参弁当、水構、幾記罵累等

炉建員 小学生以上70名〈燕業主1)

II>E告し込み・問い合わせ筏後ハ

ガキ!こ住所、氏名、怒齢、電話番号を診

を明記レ、 8W2の13の13坂巻万

野鳥そ守る会合(82)2268へ

|家庭婦人卓球大会|
券自持 10月 3E3(木〉受{す午前9

持、試合開始9務部分

砂場所市民然喬舘

炉導参加策絡 市内在住家庭婦人

炉建8 間体戦?チーム5名以よ

(2複 T主総〉

b参加賀 ?チーム2500円

11>$し込み・問い合わせ現金銭

¥ii'1こ事参加愛を添えて住所、氏名、電

話芸おき器、翻体名を明記し、 9舟14自

〈ヱ.@怒〉示で|こ、台四3の22の

7中村伊公予定安(84)∞75ヘ
伊不動量産相鮫m市民本塁談窓0:0ト 15:∞
市健康相銭口つつじ波句:00-11:30JL;))金

げ市役所要書fjC一部の施絞leI:徐く〉Jl4土雪諮問………

i 天王台~t理装挟むお楽しみ
砂問符 s舟 7臼くこと〉午後7詩務

語、午後2時30分タ市

砂出演落語家三選考思議八楽

帳場所 天日正台北近隣センター

炉問い合わせ 夫x台北地認さ安ち

づくり協議会合(82)9988

;第5自我孫子市詮堕震惇自
動砂期日・場所 竹湾26日〈火〉から

位向 1Iヨ(E3)霊安で、市民会館

併出お資洛旬歳以上の吊内定住

在学、在勤者

11>1乍お部門・規格洋議、副本題

〈喝さき~50努〉影諮等で来発渓イ乍昂

炉出話獄・出話料 今人T点!こ線

る。 1000丹

炉応募方法ね時10臼〈祝〉ぎでiこ

応募F湾紙〈市役所本庁、支pJf、行政

連絡所、教育委員会で配市〉で。

※作毘|こl謀、 j展示ffllこ問後つける

こと。

炉問い合わせ鈴木公(82)0900へ

手 建 沼 親 71<IE場
「野外輯察スク…)[，;J参加者

手絡沼の水と生物!とついて、賠

土視察および観察実留を行い家主す。

砂巴隠 g 用22E3く日〉午配10鰐か

ら午後3務

惨資格小学銭高学年何年~6

年慾〉および中学生

1I>;i'窓興関名

惨申し込み・務い合わせ往復八

万キ;こ住所、氏名、年齢〈学年学

盟関臨 時 、 電 話 番 努 明 記 し 、 問

可輔帯 、唾醤習 10日〈火・消ED奇数〉霊長でに、寓

!我孫子需品さと臨 j t符Ji??長誌f
ffiふるさ5と綾臼育成協議会では 0555へ

合年度も市内で線透-器工等され ※~募者多獄の場合!手強選

;;Z227fttttごし::!産・育祢繕泊教員|
のの推奨器製設を受[フ位けを置す。 砂蛾纏 内務部2薬綴教繍8祭言語

砂募主義懸間 9月20日く金〉き安で 〈栄幾ごピ)(4)::1:事〈事務〉

〈土・祝祭臼そ除く〉 炉資機 港内から(3)1こついては、

が織し込み・問い合わせ 商工銀 各格当の免許状所育者*(4)につい

光線まま(85)'1111内線505へ て!な、高模卒業お方申幾康状懸の

(パソコン講座受講生!?2;方疑給与条例iこ従仏鶴

1I>E3善寺 号舟19日〈木〉からね時24 巳応じて支結

自〈オて〉ぎでの窃週木譲自午後6時 炉E与し込み・問い合わせ熊教務

30分から 9時差去で 庁東葛飾地方出張所管理課〈的問

砂場所 中央学説大学 C123教室〉 信小根本7)霊安部73C引)2124でまと

砂定策 恰名〈商工幾祭およびそ 問者受遜じて鑓雲寺受惜

225r242222;¥ 堕年金生きがい議長受講生|
傍受講料新規8000丹〈テキスト 11>8時刊開26日〈火〉午後?開か

フロッピ一代会む〉、継続5000同 ら27E3C水〉午後2鰐室長で

11>$しiるみ・勢い合わせ 9月10 t駒場所 霞民年金保護センター

巴く火〉さ安で!こ萌工観光諜ヘ rぞとぼう...l(夷隅郡出期間〉

|みどり園臨時識調l2332tZF献な

併殺療生活指導絡酷員 炉建員 80名

b勤務受代樹〈女慌て?隆三!こ鶴 ル参加費 6000符〈宿泊代.2自由

係なく、夜間勤務ので怒る方〉 の飽食代を含む〉

b資金時給810円〔炎遜怒割途支 骨快感し込みー問い合わぜ電話で

総〉ー 恰湾31忠〈木〉までに、熊際民:q:金

炉提出番類駿庭議 設まま0472(23)2382ヘ

併勤務地・揺し1合わせ婿符薄弱 1m 38回二子葉鰻勤労饗

轡箆袋路設みどり綴くとやu京2310)霊安 I~ 欝 鰻 作 55 
〈87)0511ヘ 劉労者のみ芯さんそ対象立美術

!シM 一人材セント| 間総ふるって己職く酷い。

鉾 波 1 会 会 環 ー 炉 期 鱈 10問符己〈火〉から20巴

韓併白隠 10持 4E3(金〉から平成ヰ て臼〉ぎで

年 3Fヨさまでの密肉祭7・3金獲告 砂場所 二子薬療な笑術舘〈第5窓〉

午後守詩30分から 3時30分〈祝祭 ヱド霊祭市中央港オの10の?

日を徐く〉 炉緩怠第T部…絵賞、第 2部-

h謬所潟市民センター〈先穆20"盤、第3部…写真

名〉 惨出活苦雪の資格 療内に在住さ喪だ

ル務自信 李JEお器薬氏、中村3問答氏 |芯勤務する勤労号室の方

快費用 6000円 (2回iこ分鰐〉 炉問い会おせ実習師安庁綾工労

韓併草野し込み・問い合わせ 往復ハ 政諜まま0473(61)2115

ガキ!こ住所、氏名、年錦、電話番号

を明記し、 9母25自(7)く〉法で{こ中

i住者2607(社〉シjレ/て一人材センター

事務愚ままおお2200へ


